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●活動の拠点 ●交流の場 ●市民活動の相談 ●学習の支援 
●情報収集と提供 ●文化の向上 ●観光・物産情報の提供

越谷の市民活動団体における
新型コロナウイルス感染症対応に
関するアンケート調査結果

　越谷市市民活動支援センターでは、新型コロナウイルス感染症拡
大防止のため、6月14日まで大幅な利用制限を設けて運営しまし
た。市民活動の拠点である当センターの利用制限は「集う」ことを
基本に活動する市民活動団体の皆さんにとって、困ったことのひと
つであったようです。
　そこで当センターでは、新型コロナウイルス感染症が市内の市民
活動団体にどのような影響を及ぼしているのかを知るために、アン
ケート調査を実施しました。今号では、その結果をご紹介します。

新型コロナウイルス感染症の拡大が市内の市民活動団体にどのような影響を及ぼしているかを把握するために実施
実施期間：2020年6月1日～6月8日 調査対象：当センター登録団体のうち、メールまたはFAXでの送受信が可能な154団体
調査方法：アンケートフォームへの入力またはFAX送付・回収　回答数：46件

団体の種類 活動の分野

アンケートにご協力いただいた市民活動団体の種類と活動分野

団体の活動への影響

〈影響への対応方法〉

78%

■任意団体 ※
■NPO法人
■その他（一般社団法人など）

※任意団体…法人格を持たない
　　　　　　集まりのこと

■影響があった
■今後影響が出ると思う
■影響はない

18%

4%
■子どもの健全育成、子育て支援、青少年の育成
■まちづくり、観光、コミュニティの推進
■保健、医療、福祉
■学術、芸術、文化、スポーツ
■社会教育、生涯学習
■男女共同参画、女性支援、人権
■環境保全
■消費者保護、年金
■その他（国際交流、中間支援など）
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　９割以上の市民活動団体が「影響
があった」「今後影響が出ると思う」と
答えています。具体的な影響として多
くの団体が、公共施設の利用制限と感
染リスクを考えての自粛による「総会、
会議、集会の中止・延期」「イベント、講
座など事業の中止・延期」を挙げてい
ました。

団体の経営への影響
　「影響があった」「今後影響が出ると
思う」と7割の団体が答えています。市
民活動団体にとって、会費・寄付・助成
金・事業収入は欠かせない資金源のた
め、事業の中止や会員の退会に伴う収
入の減少は深刻です。一方「影響はな
い」「わからない」と答えた団体も3割
ほどありました。これは、設立から間も
ない団体や予算規模の小さい団体、ま
た、会費の徴収が安定している団体の
回答であることが考えられます。

●オンラインの導入 ●3密を避ける ●広報紙の発行 ●電話、FAX、メール
の活用 ●様子を見る、状況が好転するのを待つ ●事業の実施形態自体
を変更して開催 ●複数の班に分けて会議を行う ●書面議決を活用 など

〈影響への対応方法〉
●給付金の活用 ●一部の会員で経費を負担する ●事業規模の縮小
●できる範囲で事業を継続する ●予算の立て直し
●とりあえず会費の納入を会員へ依頼し、後日一部返金を予定 など

　影響への対応方法として最も
多く挙げられたのは「オンライン
の導入」でした。会議や総会で
の活用だけでなく、今後、講座や
イベントでも導入を検討してい
る団体もあるようです。

　市民活動団体向けの支援については「内閣
府NPOホームページ」や「埼玉県NPO情報ス
テーション コバトン便」に詳しく掲載されてい
ますが、NPO法人を対象とした支援がほとん
どです。今後は法人格を持たない団体への経済
的支援策が課題となるのではないでしょうか。

2月下旬あたりから
活動への影響が
出始めました。

３密が避けられない
事業は中止して、実施可能な
事業へ切り替えました。
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23%
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■影響があった
■今後影響が出ると思う
■影響はない　■わからない

活動休止とキャンセルが
相次ぎ、家賃だけが

加算されていく状況です。

自粛中にモチベーション
が低下し、退会を考える
会員もいるようです。



新型コロナウイルス感染症の拡大により、市民活動団体として困ったことはありましたか？

　2020年6月3日、越谷市市民活動支援センターで
初めてのオンラインによる講座「Zoomでオンライ
ン会議を主催しよう！」を開催し、20名の登録団体
の方が参加されました。
　「Zoom」とは、複数人での同時参加が可能なビデ
オ・Web会議アプリケーションで、画像や資料を共
有しながら話し合いをすることができます。特定非
営利活動法人 埼玉情報センターで事務局次長を務
める秋本創氏を講師に迎え、オンラインでミーティ
ングを開催する方法やミーティング中にできるこ
と、セキュリティや会議運営のコツなど、内容は多岐
にわたりました。
　新型コロナウイルス感染症対策で3密（密閉・密
集・密接）の回避や新しい生活様式が叫ばれる昨
今、会議や講座など活動の幅が制限され、困ってい

る市民活動団体が多いことが、当センターのアン
ケートでもわかっており、オンライン会議を検討中の
人や、すでに試して使い方を確認したいと考えている
人も多いようです。
　講義の内容は「特定非営利活動法人埼玉情報セ
ンター」のYouTubeチャンネルからご覧いただけま
すので、団体の勉強のために、ぜひご活用ください。

　困ったことの具体例として6割の団体が
「公共施設の利用休止」を、2割以上の団体
が「コミュニケーション不足」を挙げていま
す。集うことを基本に活動する市民活動団
体特有の悩みといえるでしょう。また「助
成を受けている事業があるが再開の目途
がたたない」「オンラインを活用したいが、
インターネットを使えない会員や利用者が
多い」を困ったこととして挙げている団体
もありました。

　新型コロナウイルスと共に生きる時代に活動を継続していくため
に、市民活動団体へどのような支援が必要であるか聞きました。
　支援元（行政・支援センター・企業など）を限定しない質問でした
が、具体的な提案を多数いただくことができました。

●日常的な相談やアドバイスを受けられる窓口の開設
●オンラインの活用方法や動画作成に関する講座の開催
●オンライン会議を促進するための通信設備の拡充、技術的なサ
ポート
●3密の回避など、団体活動における感染防止策についての情報
提供
●アルコール消毒液、フェイスガード等の購入支援
●団体の広報活動への支援
●会場使用料の減額や補助
●市民活動団体向けの経済支援
●感染防止が施された「場」の提供
●あらためて「市民活動とは何か」について考えることができるよ
うな機会をつくる
●団体間で情報をシェアできるような仕組み作り
●感染防止を守りながら活動を続けるために、どのような社会資源
の活用ができるのかを知らせていく
●団体が集まる場所を提供し続けること（公共施設はなるべく閉鎖
をしないでほしい）
●パソコンやタブレットなどの購入支援
●飛沫感染防止用のアクリルパネルの貸出

市民活動団体として困ったことはありましたか？

「新しい生活様式」の中での活動方法（種類別）

■ある
■ない
■わからない

困ったこと（種類別）
■公共施設の利用休止
■コミュニケーション不足
■先の計画が立てられない
■その他
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9%
6%

60%
24%

8%
8%

「新しい生活様式」の中で、今後どのように
活動していこうと考えていますか？

「ウィズ コロナ時代」に向けて、今後、
市民活動団体にはどのような支援が必要だと思いますか？

　ここでもやはり「オンラインの活用・
導入」が目立っていますが「具体的な方
法がまだみつからない」「検討中」と回
答した団体も多く見受けられました。
また、事業の再開に向けて「3密を避け
る」「手洗いや消毒」「社会的距離を保
つ」など、基本的な感染防止対策の徹
底を挙げる団体も複数ありました。

37%

26%

24%

13%

■オンラインの活用　■感染防止対策の徹底
■検討中　■その他

〈他に〉
●団体ではなく個人で活動 ●収束を待つ ●電話、はがきなど集まらない
コミュニケーションの形にしていく ●広報紙の発行 など

「あきらめてしまうこと」を
避けながら活動していきたいです。

第2波に向けて、対応マニュアルを
整備しようと思っています。

編集後記編集後記

越谷市市民活動支援センターアクセスマップ

東武スカイツリーライン越谷駅下車東口徒歩1分　
駐車場：東口駐車場（有料） 駐輪場：Aシティ地下（2時間まで無料）

編集：ななサポ編集チーム（大村、飯塚、池田、大野）
本紙は、越谷市市民活動支援センター登録団体および市民編集委員の
みなさまにご協力いただき、編集・発行しています。

越谷市市民活動支援センターとは？
平成24年6月にオープンしたNPOをはじめとする公益活動を行う市民や
団体、ボランティアなどを支援する施設です。指定管理者「アイル・オーエ
ンスグループ」が管理運営しています。

機関紙ななサポでは、見やすい読みやすいユニ
バーサルデザインフォントを一部使用しています。

「Zoomでオンライン会議を主催しよう！」
を開催しました

「Zoomでオンライン会議を主催しよう！」
を開催しました

ななサポ

セミナー
N P O

▼

丁寧でわかりやすかったとの声を
たくさんいただいた講師の秋本創さん

▼セミナーを配信する室内では、講師と
　スタッフ2名で行いましたそう

←春日部←春日部 北千住→北千住→

　今回のアンケート調査で、新型コロナウイルス感染症の拡大は、市内の市民活動団体に大きな影響を及ぼしているこ
とがわかりました。一方、この状況を打破するためにICT（情報通信技術）の活用など、新しい技術を積極的に取り入れ

て活動を再開する団体も多くあり「越谷の市民活動の底力」を見ることができたようにも思います。お忙しい中、アンケートにご協力いた
だきました登録団体の皆さまには、お礼申し上げます。
　地域の様々な課題解決に取り組む市民活動団体が再びその力を発揮できるよう、機関紙ななサポは今後も現場の生の声を伝えていき
ます。
　次号の機関紙ななサポでは、ウィズコロナ時代に向けて「新しい生活様式」を取り入れながら活動を再
開した団体を特集し、市民活動における感染防止対策や、具体的な取り組みを紹介する予定です。

今号の
「中央図書室より所蔵本のご案内」

はお休みします。

ズームズーム


